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１．１．１．１．   背景・目的背景・目的背景・目的背景・目的 
オブジェクト指向プログラミングにはクラスの継承性が
あり，必要なメソッドがどのクラスに定義されているかを
検索することが頻繁に生じる．そのため作業効率の低下を
招いている．そこで必要なメソッドが定義されているクラ
スの検索を支援するツールが必要とされている． 
本研究は，クラス構造と意味関係が類似していることに
着目した．そこで，クラスライブラリを意味関係的に表現
し，必要なメソッドが定義されているクラスを検索して表
示するツールを試作して，その有効性を評価することを目
的とする． 
２．２．２．２．   研究概要研究概要研究概要研究概要 
２．１２．１２．１２．１    研究内容研究内容研究内容研究内容 
本研究では，意味関係を深さ優先で探索する手段を提
供する論理型プログラミング言語Prologの持つ機能に着
目した． 
MFC ライブラリのクラスのメソッドをリスト構造で表し，
クラスの継承関係を意味関係的に表現することにより，ル
ールベースとした． 
このように定義されたルールベースをPrologの機能の
一つである単一化(ユニフィケーション)を利用し，クラス
の継承関係をたどり，必要なメソッドが定義されているク
ラスを検索し，表示できるツールを試作した． 
２．２２．２２．２２．２  Prolog  Prolog  Prolog  Prologの基本動作の基本動作の基本動作の基本動作 
Prologの基本動作の一つを図式化すると図１のように 
る． 
[例]ターゲット(X)がリスト([Hd|Tl])の中にあるかどうか
をチェックする． 

member(X↓，[X|Tl]↓)． 
member(X↓，[Hd|Tl]↓):-member(X↓，Tl↓)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１   Prologの基本動作例 
 
３．３．３．３．   試作システムの概要試作システムの概要試作システムの概要試作システムの概要 
３．１３．１３．１３．１    機能機能機能機能 
Prolog のユニフィケーション機能を利用することにより，
意味関係的に表されたMFCライブラリのクラスの継承関係
をたどり必要なメソッドが定義されている適当なクラスを
検索し，表示する．    
 
 

 
３．２３．２３．２３．２    検索動作検索動作検索動作検索動作 
 
 
 
 
 
 
 

図２    検索動作 
 

    クラスBに定義されていないメソッドを，継承関係を単
一化しながらたどることによりクラスA，さらに上位クラ
スへ必要なメソッドが定義されているクラスがあるかどう
か検索する． 
３．３３．３３．３３．３    入出力例入出力例入出力例入出力例 
     CFormViewクラスがメソッドDoModalを所持しているか，
また所持していない場合は，継承関係をたどり，上位のク
ラスで定義されているか否かを試作ツールで検索した結果
が図３である． 

 
 

図３ 試作ツールの入出力例 
４．４．４．４．   考察考察考察考察 
     試作ツールをPrologで試作したことによる利点と欠点は
以下の通りである．  
【利点】 
①   単一化による継承関係の探索を可能とした． 
②   継承関係を意味関係的に表し，メソッドをリスト構造 
で表現したクラスのルールベースを利用することを可能 
とした． 
【欠点】 
① Prolog言語が一般的でないので専門的な知識を持っ 
ていないとツールの改造が容易ではない． 
②   Prolog言語は非手続き言語のため，プログラミングに
対する発想を多少切り換える必要がある. 
５．５．５．５．   まとめまとめまとめまとめ 
本研究ではPrologを利用することにより，意味関係的
に表現された継承関係から必要なメソッドがどのクラスに
定義されているかを検索するツールを実現した． 
今後は，条件文をさらに組み込むことによって複雑な質
問に対応できるように拡張することが可能と考えられる． 
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